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－1783/8/5－ 

２ 災害を伝える要素 

４ 語り継ぐ方法の構想 
－「点」の集合体をフィールドミュージアムへ－ 

３ 語り継がれているもの 
－事例－ 



1 天明三年浅間災害の概要 
1783/8/5 

浅間山 2568ｍ 



◆浅間山 群馬・長野の県境 2568ｍ 

 



◆天明三年(1783)噴火 

降下物 ・岩屑なだれ・天明泥流 ／犠牲者 約1500名  

 

鎌原村 



 

成田国際空港 

天明泥流 ：吾妻川50km→利根川180km 



２ 災害を伝える要素 



◇石造物 116基  
 



◇絵図（噴火、降灰・泥流被害）238点 
 

 

 

 

 

 

 

  ◇古文書     



◇文化財・記念物 
「金島の浅間石」 

 



 

提供：嬬恋郷土資料館 

◇発掘調査：浅間山麓埋没村落総合調査会 

1979～1982（昭和54～57）「天明三年浅間焼け遺跡」 



◇発掘調査：天明泥流下（吾妻川～利根川流域） 



◇文化・・・語り継がれる行為 



３ 語り継がれているもの 
－事例－ 



１ 東吾妻町原町・「善導寺」 
  山門に５回にわたる供養碑 

 



２ 鎌原地区・「身護団子」 

 



３ 渋川市・「川嶋村・甲波宿祢神社跡」 
被災した元社を祀る 

 

出典：渋川市誌 



４ 鎌原地区・「廻り念仏講」 



５ 鎌原地区・「浅間山噴火大和讃」 



６ 伊勢崎市戸谷塚地区・「夜泣き地蔵」 

「先祖が世話になった。」 



７ 鎌原地区・「観音堂奉仕会」 
「先祖が助けられた観音堂は、我々子孫が守る。」 

「みんなの目指すところが近い。」 



８ 鎌原地区・「嬬恋郷土資料館」 
ボランティアの活動 

 



９ 鎌原地区・「聖観音供養祭」 

 



10 長野原町・「雲林寺」  
2004年供養祭始まる 

 



11 千代田町・「長性寺」  
天明三年以降頻発する洪水と供養碑 

 

成田国際空港 



◆天明三年浅間災害・語り継ぎの時間軸 

 

1815 

文化12 

1868 

明治元 

1932 

昭和七 

1979 

昭和54 

1962 

昭和37 

2004 

平成16 

1982 

昭和57 

身護団子 
7＋3組の祝言 

180回忌  
伊勢崎戸谷塚へ行き供養祭 

   戸谷塚区との交流 

鎌原村発掘調査 

奉仕会の組織 

資料館の建設 

石碑の発見 

  供養祭 

善導寺門前供養塔 回
忌 

６ １５０ ５０ ２３ ３３ 

  ８月５日の例祭 

   廻り念仏講 

   鎌原地区春彼岸 

３３回忌  
再建鎌原村で最初の供養碑  浅間山噴火大和讃 

200年記念事業  
聖観音供養祭 

1783 

天明三 



◆天明三年の語り継ぎ 

１ 年忌供養で発願された行事や交流…継続。 

２ 念仏講、和讃、他地域との交流…日頃から
先祖供養や災害伝承がなされていく慣わし。 

３ 発掘調査…「天明三年」に直に触れる機会。 

４ 「先祖を大事にしていこう」という気持ち…伝
統や家の制度、地域の環境。 

５ 奉仕会などの組織…同じ気持ちの人が同じ
目的の活動を通じて団結が生まれる。    



４ 語り継ぐ方法の構想 
－「点」の集合体をフィールドミュージアムへ－ 

『日本のポンペイ』を創りたい 



◆語り継ぐ・構想 
南イタリア ポンペイ遺跡 



 



２００２ 



 



 



 

鎌原観音堂の哀話 

提供：嬬恋郷土資料館 



◇最期の瞬間に他者を思いやる姿 

      →共通性             

提供：嬬恋郷土資料館 



 Golfo ｄｉ Ｎａｐｏｌｉ e provincia 地勢図「長野」 

◇山麓と位置   



 
古代ローマ都市 《一瞬にして埋もれた》 江戸時代のムラ 

 

 ソンマ山 《外輪山》 黒斑山 

ＡＤ79年 《噴火》 天明三年（1783） 
    １９時間のドラマ    ３ヶ月のシナリオ          

   

  

 

    1281ｍ 《標高》 麓からの比高約1200ｍ 

 
街を捨てる《災害後》 元の場所に村を復興 

  



『日本のポンペイ』へ 
 

・火山災害と人々の営みが詳細にたどれる遺跡 

 

・観光資源 

 

・語り継ぐ 



ヴェスビオ山麓・考古遺跡周遊バス 





◆「点」の集合体 

フィールドミュージアム『日本のポンペイ』 

遺跡：過去の実資料・発掘調査 

残された地形：巡検できる地形 史料：古文書、絵図記録 

伝承：過去の事実の語り継ぎ 

年中行事・文化：地区へ配られる身護団子、念仏講 

供養碑：供養しようとする気持ち 

ミュージアム 



◎今回のフォーラムの中で最も時間が経過している災害 

↓ 
どうすることが忘れ去られることなく語り継がれることにつながるのか。 

●年忌供養（節目・契機） 

  ↓その時の人々の心が決めること  

供養や語り継ぎの継続がなされている。 

   

 ●人々に忘れかけられていたことの掘り返し 

    ↓ 新たなトピック（発掘調査・フォーラム・観光資源・資料館・出版物・学術研究‥）  

再認識され人々に防災や教訓として受け入れられていく。 

   

 ●過去を正しく学ぶこと 

    ↓ 日常の認識・▽学校教育での取り上げ方                        

語り継ぐ世論をつくっていく。 

   


